
自動車技術の変遷と特許 

長野県知財総合支援窓口 久保 順一  
 
１．はじめに  
 自動車は、移動・搬送・運搬等の人の生活並びに業

務における必需品です。さらに、自動車の生産・販売・

管理は日本の主要な産業の一つであります。 
自動車製造業が全製造業の製品出荷額に占める割

合は約１７％、機械工業に占める割合は約３８％と大

きな比率を占めています（（一社）日本自動車工業会）。 
 長野県内においても、自動車用部品を製造する企業

が複数社活動していると共に、大小さまざまな販売・

修理等の業者が活躍しています。  
そこで、本稿では自動車の技術の動向を知的財産（特許）面から調査・確認し、

その結果をお知らせします。 
 
２．特許出願  
２－１ 全体出願件数の推移（第１、２図） 

Ｊ－ＰｌａｔＰａｔ（特許情報プラットフォーム）にて、特許分類を基準に調査

を行いました。  
特許分類は、技術内容に応じてほぼ世界共通の基準に従って特許庁で付与されて

おり、特許情報の検索を正確かつ容易に行うことができます。今回のテーマでは「Ｂ

６０（車両一般）」が中心となる分類（セクション）に該当すると考えられ、その動

向を調査しました。  

 
傾向を見ると、全国・長野県共に１９９０年直後までをピークに、一時的に減少

しています。その後、出願件数はほぼ一定数が維持されており、登録件数は徐々に

増加しています。このような動向の正確な理由は不明ですが、バブル景気が１９８

０年代後半に起こり、１９９０年代初頭に崩壊していることと時期が一致しており、

関連性が想定されます。 
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第１図 全国の特許動向

全国B60 出願件数
全国B60 登録件数  
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第２図 長野県の特許動向

長野県B60 出願件数

長野県B60 登録件数

 



２－２ サブクラス分類単位の動向（第３～７図）  
 特許庁が技術内容に応じて指定する特許分類「Ｂ６０ 車両一般」は、「Ｂ６０Ｂ 

車輪」から「Ｂ６０Ｗ 異なる種類または異なる機能の車両用サブユニットの関連

制御～」の１８のサブクラス（技術内容）に分かれています。 
そこで、サブクラス単位で前項よりさらに詳しく動向を調べてみました。  

 その結果の中から、増加・減少傾向にある代表例各２種を以下に示します。（分類

内容は、第７図を参照ください。）  
ａ．増加傾向が大きいものは、Ｂ６０ＷとＢ６０Ｌ（ハイブリッド車関係）であり、

両者共に１９９０年代中盤から増え始め、２０１８～１９年が（最終的な）ピーク

になっています（第３、４図）。  
ｂ．減少が著しいものは、Ｂ６０ＨとＢ６０Ｇであり、特にＢ６０Ｇ（懸架装置、

サスペンション）は大きく減少しており、現在も減少が続いています（第５、６図）。  

 
なお、それぞれの、特許・実用新案分類に掲載された内容説明を以下に示します。 

 
第７図 増減の大きい特許分類内容  

 分類 内容（主要部抜粋）  注釈（筆者）  
増

加 
Ｂ６０Ｗ 異なる種類または異なる機能の車両用サブユニットの関

連制御；ハイブリッド車両に特に適した制御システム 
ハイブリッド車  

Ｂ６０Ｌ 電気的推進車両の推進装置 
減

少 
Ｂ６０Ｈ 車両の座席または荷物用スペースに適した暖房，冷房，

換気装置または他の空気処理装置 
エアコン 

Ｂ６０Ｇ 車両懸架装置 サスペンション  
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第４図 件数増加 Ｂ６０Ｌ

B60L 出願件数 B60L 登録件数

 

0

1000

2000

3000

4000

19
90

19
92

19
94

19
96

19
98

20
00

20
02

20
04

20
06

20
08

20
10

20
12

20
14

20
16

20
18

20
20

第３図 件数増加 Ｂ６０Ｗ

B60W 出願件数 B60W 登録件数
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第６図 件数減少 Ｂ６０Ｇ

B60G 出願件数 B60G 登録件数
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第５図 件数減少 Ｂ６０Ｈ
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２－３ メイングループ分類単位の動向（第８～１２図）  
 前項に記載したサブクラスをさらに詳細に示す「メイングループ」単位で調査を

行いました。その結果、Ｂ６０Ｗ１０とＢ６０Ｌ１１・５０の件数が増加しており、

Ｂ６０Ｈ１とＢ６０Ｇ１７の減少の著しいことが確認されました。 
 やはり、ハイブリッド関係が増加し、古くからある他の構造は減少又は増加して

いないことが確認されています。  

 
第１２図 増減の大きいメイングループ内容 
数 分類 内容（主要部抜粋）  注釈（筆者）  
増

加 
Ｂ６０Ｗ１０  異なる種類または異なる機能の車両用サブユ

ニットの関連制御  
ハイブリッド車  

Ｂ ６ ０ Ｌ １

１，５０ 
車両内で動力供給する電気的推進（Ｂ６０Ｌ

１１は２０１９年からＢ６０Ｌ５０に移行） 
減

少 
Ｂ６０Ｈ１  暖房，冷房または換気装置 エアコン 
Ｂ６０Ｇ１７  弾性的懸架装置  サスペンション  

 
３．技術内容の変化（第１３〜１７図）  
 次に、技術分類の内訳がどのように変化しているか調べてみました。  

１８のサブクラス分類の中から、２０１８年での出願件数の多い７分類を選択し、

それ以外の分類は「その他」として比率割合の変化を第１３〜１６図に示します。

なお、極力正確に表せるよう審査期間を約５年間と見て、最終年を２０１８年にし

ました。その結果、２０１８年では、７分類のいずれもが５～１０％であって、大

きな差が無く分散しています。しかし、年代が遡るほどにそれらの絶対数が少なく、
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第９図 件数増加B60L11,50

B60L11,50 出願件数
B60L11,50 登録件数 
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第８図 件数増加Ｂ６０Ｗ１０

B60W10 出願件数 B60W10 登録件数
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第１１図 件数減少Ｂ６０Ｇ１７
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かつＢ６０Ｌ５０（１１）やＢ６０Ｗ３０が少なかったことが確認されます。  

第１７図 新しく挙げられた分類の内容  
分類 内容（主要部抜粋）  

Ｇ０８Ｇ１  道路上の車両に対する交通制御システム 
Ｂ６０Ｒ１６  電気回路または流体回路で，特に車両に適用されるものであって，他に分

類されないもの 
 
４．まとめ  
 自動車は、容易に使用可能な移動・搬送手段であり、山国長野県民にとっても生

活の必需品です。そのため、購入時・使用時等に自動車の特性を理解して対応する

ことが重要です。  
 本稿で、約３０年間の技術の流れについて調査を行った結果、ガソリンエンジン

から他の方式に移行していることが確認されました。中でもハイブリッド等の電気

自動車関係が多く出願されていますが、水素を活用した自動車も開発され、特許出

願が行われています。 
 そのような、最新技術を活用すると共に、環境保護に貢献するような自動車を選

択・活用できるよう、業界動向を把握することを期待します。 
 知財総合支援窓口は、このような状況や法律の適用を正しく理解して、技術及び

社会生活全体の進展に努めることも役割の一つと考えます。  
長野県知財総合支援窓口は、知的財産面から産業の発達や企業の活性化等の社会

の健全な発達のための支援を行いますので、ご活用をお願い致します。  
以上 

（原稿作成 ２０２４年４月）  
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第１６図 1990年分類比率
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